
報告事項キ 

 

 

企画展「ＱｏｏＤＺＩＬＬＡ（クッジーラ）！！クジラとイルカの

世界」の開催について 

 

企画展「ＱｏｏＤＺＩＬＬＡ！！クジラとイルカの世界」の開催について、別

紙のとおり報告します。 

 

 

令和３年７月７日 

 

 

鳥取県教育委員会教育長  足 羽 英 樹 



企画展｢ＱｏｏＤＺＩＬＬＡ！！ クジラとイルカの世界｣の開催について 

 

令和３年７月７日 

博   物   館 

 

鳥取県立博物館は、クジラとイルカの知られざる魅力に迫る展覧会を開催します。 

彼らは陸上から海中への劇的な進化を遂げた哺乳類で、そのうちの一種であるシロナガス

クジラは地球史上最大の動物としても有名ですが、鳥取県の沖合にも様々なクジラやイルカ

が生活し、死んだものが海岸に漂着することがあります。こういった漂着個体には、謎の多

い彼らのくらしを解き明かすカギが隠されており、当館は県内外の研究者と協力して、漂着

現場での解体作業や標本の保存にも取り組んできました。 

本展覧会では、クジラやイルカの体が示す水中生活への適応、歯の形状や口の構造に見ら

れる多様性、そして食事や繁殖といった野生動物としての生々しい側面を、実物標本や貴重

な映像とともに解説しつつ、これら漂着現場での記録写真や得られた標本も紹介します。 

 

＜見どころ＞ 

・全長約２５ｍ、展示室の壁一面をおおうシロナガスクジラ実物大写真 

・海の王者シャチの全身骨格（実物） 

・マッコウクジラの「虫歯」標本（実物） 

・イルカ同士の様々なコミュニケーションを記録した行動映像 

 

１ 会期 

令和３年７月１７日(土)から８月２９日(日)まで (４４日間、会期中無休) 

 

２ 会場 

鳥取県立博物館 第１・２特別展示室 

 

３ 主催 

クジラ展実行委員会(鳥取県立博物館､日本海テレビジョン放送株式会社)・読売新聞社 

 

４ 協力 

国立科学博物館､太地
たいじ

町
ちょう

立くじらの博物館､一般財団法人日本鯨類
げいるい

研究所､近畿大学農

学部海棲
かいせい

哺乳類学研究室､鳥取県立鳥取西高等学校､下関市立しものせき水族館｢海響

館｣ほか 

 

５ 観覧料 

一般７００円(団体・前売・大学生・７０歳以上５００円) 

(高校生以下、学校教育活動での引率者、障がいのある方・要介護者等及びその介護者

は無料) 






